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はじめに
　筆者は、旧稿に於いて、 『令集解』所引『論語義疏』 （以下、『論語義疏』を『義疏』と略称する） 「五常」の条に対象を絞り、 『令集解』の主要な写本を検討して当該条の本文校勘を行い、これを旧鈔本『義疏』 、敦煌本『論語疏』 、 『令集解』以外の日本古典籍所引『義疏』と比較検討し、 『令集解』所引『義疏』 「五常」の条の性格について考察し
た（１）
。次いで、 『政事要
略』所引『義疏』と対応する旧鈔本『義疏』間の本文校勘を行い、これを『政事要略』所引『 、 『小野宮年中行事裏書』所引『義疏 、文永五年鈔本 論語集解 巻第七に裏書きされた『義疏』 （以下 本『論語 裏書と略称する） 、敦煌本『論語 と比較検討し、 政事要略』所引『義疏』の性格を考察し
た（２）
。
　右の旧稿（Ａ） ・ （Ｂ）に引き続き、本稿では、 『養老令』の
公的注釈書である『令義解』 「上令義解表」 （以下、 「上令義解表」を「上表文」と略称する）の注釈に引用された『義疏』の性格及び本文系統について検討することにより、日本古代に於ける『義疏』受容の一斑を明らかにしたい。
　『令義解』は、天長三年（八三三）に編纂されたが、本稿の
検討対象である「上表文」 注釈が、いつ、誰によって施されたかは、詳らかではない。ただし、 「上表文」が残存する『令義解』諸写本のうち、現存最古の鎌倉時代書写と考えられる国立歴史民俗博物館所蔵広橋本（以下、広橋本と略称する）には注釈が施されている。従って 遅くとも鎌倉時代、もしくはそれ以前には注釈が成立していたと見て大過なかろう。
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　　Ａ『令義解』の脱字…⑧（一）　　Ｂ『令義解』の省略…⑧（二）　　Ｃ『義疏』の脱字・脱文　　 （イ）応永三十四年本 ③ 一　　 （ロ）文明九年本…④　　 （ハ）清熙園本…③（一） ・⑤・⑥・⑦・⑧
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 本文系統に関わる可能性があるもの…③（二） ・⑩（二） ・⑪
　『令義解』 「上表文」の注釈に引用される『義疏』は、前述し










　（Ⅰ） 「書史」に作るグループ　　①『令義解』広橋本　　②『令義解』紅葉山文庫本　　③応永三十四年本　　④清熙園本　　⑤青淵本　　⑥萩図書館　（Ⅱ） 「史 」に作るグループ　　①文明九年本　　②足利本　　③江風本　　④大槻本　　⑤林本　　⑥宝勝院　　⑦図書寮本　　⑧泊園書院本　　⑨蓬左本　　⑩市島本　このうち、 『令義解』二 は「書史」に作るグループに属し
ている。旧稿（Ｂ）で述べた如く、 『政事要略』所引『義疏』及び文永五年鈔本『論語集解』裏書の性格は、旧鈔本『義疏』と同系統であるが、なお且つ旧鈔本『義疏』と比較して、より
旧態を遺存している。以上のことから導くと、 『令義解』 「上表文」の注釈所引『義疏』は「書史」に作る『義疏』からの引用であり、 「書史」と「史書」は、唐鈔本に由来する本文内の相異と言える。更に、 「書史」に作るグループは、 「史書」に作るグループに比較してより旧態を遺存していると思われる。
　Ｇ⑪は、 『令義解』二本は「有」が存するが、旧鈔本『義




旧稿（Ａ） ・ （Ｂ）に引き続き、 『令義解』 「上表文」の注釈所引『義疏』の性格について考察を行ってきた。 『令義解』 「上表文」の注釈が引用する『義疏』は、一箇条に過ぎず、判断は慎重でなければならないが、旧稿（Ａ） ・ （Ｂ） 結論及び既に検
日本漢文学研究５
— 170 — 
討済みである『弘決外典鈔』所引『義疏』の性格から総合的に見るに、 『令義解』 「上表文」の注釈所引『義疏』と旧鈔本『義疏』は、何れも唐鈔本に由来するものであり、両者には、本文系統を異にすると言い得るような相異は認められなかった。更に、 『令義解』 「上表文」の注釈所引『義疏』は、鎌倉時代以前に書写されたものであり、旧鈔本 義疏』に比較して、より旧態を遺存していると言える。以上のことから、 令義解』 「上表文」の注釈所引『義 性格は 稿（Ａ） ・ （Ｂ） 明らかにした『令集解』所引 義疏』 、 『政事要略』所引『義疏 性格と一致する。
　今後は、日本中世の古典籍に引用される『義疏』の事例を渉






由来する本文を遺存しているが、唐鈔本である敦煌本『論語疏』は、 『令集解』所引『義疏』並びに旧鈔本『義疏』とは多くの異同が認められ、特異な本文を有していることを明らかにした。更に、以上の点から見れば、本文の系統に関して敦煌本『論語疏』は、 『令集解』所引『義疏』並びに旧鈔本『義疏』と一線を画す必要があり、唐代には少なくとも『令集解 所引『義疏』の本文に近いテキストと、敦煌本『論語疏』系のテキストが存在したことを明らかにした。拙稿「 論語義疏』の性格に関する諸問題─「五常」の条をめぐって─」 （ 『総研大文化科学研究』三号、二〇〇七年）を参照。以下 右の拙稿を旧稿（Ａ）と略称する。
（２） 　『政事要略』所引『義疏』並びに文永五年鈔本『論語集解』














































　　皆川完一「岡谷本 について」 （前掲、一九六六年）　　森田悌・小口雅史　　①「旧紅葉山本『令義解』書入─一─」 （ 『金沢大学教育学部紀
要（人文科学・社会科学編） 』三一、一九八二年）
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史』四二四号、一九八三年。後に伊能秀明『日本古代国家法の研究』所収、一九八七年、巌南堂書店）
　　水本浩典　　①「令義解古写本書入・裏書集成（一） 」 （ 『神戸学院大学紀要』
一六号、一九八四年）












































































 東京都立中央図書館青淵論語文庫所蔵渋沢栄一旧蔵本 　青淵論語文庫 五八
　　⑧宮内庁書陵部所蔵本 　四五八─二九　　⑨
 慶應義塾大学附属研究所斯道文庫所蔵大槻文彦旧蔵文明 九年本 　〇九二─ト六
　　⑩萩市立萩図書館所蔵繁澤寅之助旧蔵本 　二甲五─二七五　　⑪
 市島酒造株式会社市島家史料館所蔵弘化二年市島謙書写本 　函架番号なし
　　なお、テキストは、⑧のみ紙焼き写真、それ以外は全て原本を
用いた。
